
(315) 学校の生活時間を見直す
特集授業に集中できない子 (314) 
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学
校
の
生
活
時
間
を
見
直
す
な
ん
て、
小
手
先
で
は
無
理
で
す。

ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
詰
め
で、
ヘ
タ
に
い
じ
る
と
は
み
出
ま
す。

学
校
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
盛
り
で
す
か
ら」

こ
れ
は
伊
東
市
立
南
中
学
校
の
佐
藤
久
美
子
先
生
が
送
っ
て
く
れ

た
勤
務
校
の
日
課
表
に
書
か
れ
て
い
た
言
葉
で
あ
る。

学
校
現
場
の

状
況
を
知
る
た
め
に、

友
人
の
先
生
方
に
取
材
を
試
み
た
結
果
だ

が、

改
め
て
本
稿
の
課
題
の
重
さ
を
確
認
し
た。

も
うー
つ
紹
介
し
よ
う。

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校
の
米
津
英
郎

先
生
が
最
近
の
日
課
表
の
特
徴
と
題
し
て
送
っ
て
く
れ
た
メ
モ
で
あ

る。
現
場
の
工
夫
が
四
点
指
摘
さ
れ
て
い
る。

日
課
表
が
示
す
時
間
の
特
徴
と
問
題

朝
礼
か
ら
終
礼
に
時
間
を
変
え
た
学
校
も
増
え
る。
子
ど
も
と
共
に

す
ご
す
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る。

こ
れ
ら
は
私
が
取
材
し
た
静
岡
県
内
の
先
生
方
の
学
校
に
ほ
ぼ
共

通
す
る
内
容
で
あ
る。

学
校
現
場
に
と
っ
て
生
活
時
間
と
は、

①
日

課
表
に
示
さ
れ
る
時
間
配
分
で
あ
り、

②
そ
の
見
直
し
は
教
科
以
外

の
時
間
の
処
理
の
仕
方
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る。

佐
藤
先
生
の
「
小
手
先
で
は
無
理」
と
の
言
葉
の
意
味
は
重
い。

そ
れ
ゆ
え、

限
ら
れ
た
時
間
を
子
ど
も
の
た
め
に
見
直
す
米
津
先
生

の
四
つ
の
工
夫
の
価
値
も
大
き
い。
だ
が、
な
ぜ
日
課
表
全
体
の
組
み

換
え
を
も
視
野
に
お
く
見
直
し
が
で
き
な
い
の
か。
r
ヘ
タ
に
い
じ

る
と
は
み
出
ま
す」
と
の
佐
藤
先
生
の
指
摘
は
理
解
で
き
る
が、
理
由

は
そ
れ
だ
け
か。

改
め
て
学
校
の
生
活
時
間
と
今
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
と
の
関
係
を
問
い
直
す
こ
と
か
ら
本
稿
の
課
題
を
考
え
た
い。

ま
ず、
日
課
表
が
示
す
時
間
の
特
微
を
二
点
指
摘
し
た
い。

そ
の
一
っ
は
時
間
の
枠
組
み
の
自
由
度
の
低
さ。
小
学
校
は
四
五

分、

中
学
校
は
五
0
分
を
標
準
に、
教
科
等
の
時
間
の
時
数
に
応
じ

た
配
概
を
中
心
に
日
課
表
が
租
ま
れ
る。
そ
の
た
め、

時
間
の
見
直

し
の
選
択
肢
の
幅
は
非
常
に
狭
く
な
る。

固
定
さ
れ
た
授
業
時
間
を

除
け
ば、
工
夫
の
余
地
は
各
授
業
の
前
後
や
終
了
後
し
か
な
い。
そ
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ー
つ
は
朝
読
書
の
時
間。

落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ、

読
害
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
の
が
目
的。
回
数
や
時
間

は
学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
が、
位
置
づ
け
は
学
習
で
は
な
く
読
書
の

時
間。
大
宮
小
は
週
四
日、
八
時
か
ら
八
時
十
分
を
当
て
る。

二
つ
は
ド
リ
ル
学
習
の
時
間。
基
礎
基
本
を
培
う
取
り
組
み
の
一

っ
と
し
て、
五
時
間
目
の
授
業
終
了
後
に
算
数
の
計
算
や
漢
字
の
プ

リ
ン
ト
を
行
う。
大
宮
小
は
週
三
回
（
月、
水、

金）
実
施。

三
つ
は
異
学
年
集
団
活
動
（
昼
休
み）。

全
学
年
を
縦
割
り
集
団

に
分
け、
六
年
生
を
リ
ー
ダ
ー
に
鬼
ご
っ
こ
や
長
縄
跳
び
な
ど
で
遊

ぶ。
大
宮
小
は
通
学
区
単
位
で
活
動
し、

実
施
は
月
二
問

四
つ
は
職
貝
打
ち
合
わ
せ
の
眸
間＂

数
年
前
i
で
は
朝
の
時
間

（
月、
水、

金）
に
行
？
た
が、

現在
は
月
暉
n
と
木
暉
H
の一
両�＂

の
代
表
が
先
の
四
つ
の
工
夫
で
あ
ろ
う。

も
ち
ろ
ん、

個
々
の
授
業

時
間
内
で、
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
を
喚
起
す
る
た
め
の
見
直
し
は

可
能
で
あ
る。

多
く
の
指
導
案
に
は
分
単
位
で
授
業
の
流
れ
が
記
載

さ
れ、

先
生
方
の
工
夫
を
読
み
と
れ
る。

だ
が
そ
の
湯
合
も、

授
業

全
体
の
時
間
枠
は
固
定
し
た
ま
ま
で
あ
る。
こ
の
点
で
は
米
津
先
生

の
工
夫
も
同
じ
で
あ
る。
と
も
に
器
と
な
る
時
間
で
は
な
く、
そ
の

な
か
に
盛
る
内
容
を
変
え
る
作
業
で
あ
る。
子
ど
も
か
ら
み
れ
ば
決

め
ら
れ
た
時
間
に
従
う
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い。

こ
の
こ
と
は
逆
に、

時
間
枠
さ
え
守
れ
ば、
そ
の
中
で
行
う
内
容

は
自
由
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る。
こ
れ
が
第
二
の
特
徴
で
あ
る。

学
校
で
は、

時
間
と
そ
の
時
間
の
使
い
方
が
分
け
て
考
え
ら
れ、

時

数
調
整
の
た
め
に
教
科
の
入
れ
替
え
も
許
さ
れ
る。

授
業
の
内
容
に

よ
っ
て
は、
二
つ
の
時
間
枠
の
使
用
も
可
能
に
な
る。
た
だ
し、
子

ど
も
か
ら
み
れ
ば
ど
う
な
る
か。
時
間
枠
だ
け
で
な
く
内
容
ま
で
も、

子
ど
も
個
々
の
興
味
関
心
や
体
調
と
か
か
わ
り
な
く
受
容
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
る。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い。
小
学
校
で
は
一
年
か
ら
六

年
ま
で、

成
長
度
も
学
習
内
容
も
異
な
る
は
ず
な
の
に、

同一
の
生

活
時
間
が
等
し
く
課
せ
ら
れ
る。

中
学
校
で
も
高
校
で
も、
子
ど
も

の
成
長
や
内
容
の
高
度
化
と
は
か
か
わ
り
な
く
繰
り
返
さ
れ
る。

•
こ
の
よ
う
な
学
校
の
生
活
時
間
の
淵
源
は、

明
治
期
の
近
代
学
校

誕
生
時
に
ま
で
遡
れ
る。

戦
後
の
教
育
改
革
か
ら
六
十
年
を
経
て
も
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(317) 学校の生活時間を見直す
特巣 授業に渠中できない子 (316) 
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変
化
し
て
い
な
い 。
こ
の
間
に
子
ど
も
と
そ
の
生
き
る
世
界
が
大
き

く
変
わ
り 、
出
生
率
の
低
下
に
よ
り 、
日
本
の
社
会
制
度
全
体
の
組

み
換
え
が
必
要
な
人
口
減
少
時
代
に
入
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 。

子
ど
も
は
現
在
と
未
来
に
生
き
る
人
た
ち
で
あ
る 。
も
し 、

過
去

を
継
続
す
る
学
校
の
時
間
が
日
本
の
未
来
が
求
め
る
時
間
と
異
な
る

も
の
で
あ
れ
ば 、
そ
の
強
制
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
塞
ぐ
こ
と
に

な
る 。
学
校
の
生
活
時
間
の
見
直
し
の
方
向
は 、
子
ど
も
と
そ
の
生

き
る
世
界
の
特
徴
を
問
う
こ
と
か
ら
求
め
る
ぺ
き
で
は
な
い
か 。

一

一

ま
ず
屈
の
変
化
を
確
認
し
よ
う 。
図
1
を
見
て
ほ
し
い 。
団
塊
の

世
代
と
総
称
さ
れ
る一
九
四
九
年
生
ま
れ
は
二
七
0
万
人 、
そ
の
ジ

ュ
ニ
ア
の一
九
七
三
年
生
ま
れ
は
二
0
九
万
人
だ
が 、
昨
年
は
わ
ず

か一
〇
七
万
人 。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
五
割 、
団
塊
の
世
代
と
の
対
比

で
は
四
割
に
も
満
た
な
い
出
生
数
で
あ
る 。

質
の
変
化
は
ど
う
か 。
図
2
の
普
通
出
生
率
（
人
口
千
人
中
の
出

生
数）
を
み
る
と
三
四・
三
人
（一
九
四
ヒ

年[
Ri
塊
の
肌
代）
↓

l

八
・

八
人
（ ．
九
ヒ

0
年

ふ図
塊
ジ
ュ
ニ
ア）
↓
八
．

JL
人
（一i

0
0
五
年

ふ全
子
世
代）
と
団
塊
の
世
代
の
四
分
の一
で
あ
る 。
こ

の
変
化
の
意
味
を
よ
り
明
確
に
示
す
の
が
図
3 。
一
九
七
五
年
（
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア）
で
は一
八
歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
が
五
割
を

少
子
化
の
現
実
が
強
い
る
子
ど
も
の
変
化

- 28 ―



(319) 学校の生活時間を見直す 特集授業に集中できない子 (318) 

ー表

対
応
し
て
も 、
共
に
育
つ
仲
間
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
課
題
を
自

覚
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か 。

実
は
こ
の
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い 。
表
1
を
見
て
ほ
し
い 。

二
0
0
0
年
の
推
計
と
こ
の
五
年
間
の
実
際
の
出
生
数
（
太
字）
を

だ
が 、
現
在
の
日
本
の
一
次
産
業
従
事
者
は
五
％
以
下 。
八
割
近

い
三
次
産
業
と
い
う
名
の
多
種
多
様
な
職
種
に
応
じ
た
時
間
が
錯
綜

す
る
社
会
に
変
化
し
た 。
コ
ン
ビ
ニ
と
I
T
機
器
が
象
微
す
る
時
間

の
世
界
を
子
ど
も
た
ち
は
生
き
ね
ば
な
ら
な
い 。
他
方 、
数
の
少
な

さ
は
異
な
る
時
を
生
き
る
友
と
交
わ
る
機
会
を
奪
い 、
個
々
の
閉
じ

た
生
活
で
得
た
時
の
感
党
の
み
で
学
校
に
入
っ
て
く
る 。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
学
校
の
生
活
時
間
を
二
点
指
摘
し
た
い 。

―
つ
は
時
間
の
共
有
化
を
教
育
課
程
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と 。
少

子
社
会
に
育
つ
子
ど
も
に
は 、
時
間
の
共
有
化
自
体
が
学
校
教
育
の

課
題
に
な
る 。
少
な
く
と
も
小
学
校
で
は 、
教
科
と
同
様
に
子
ど
も

の
成
長
（
学
年
進
行）
に
即
し
た
日
課
表
の
時
間
枠
の
変
更
を
試
み

て
欲
し
い 。
特
別
な
こ
と
で
は
な
い 。
低
学
年
担
任
の
先
生
方
は
子

ど
も
に
応
じ
た
工
夫
を
し
て
い
る
は
ず 。
そ
れ
を
明
確
に
し 、

他
学

年
の
教
員
が
認
め 、
日
課
表
に
位
置
づ
け 、
親
に
そ
の
意
義
を
理
解

さ
せ
て
欲
し
い 。
同一
空
間
に
多
様
な
時
間
を
生
き
る
人
が
並
存

し 、
国
を
超
え
て
人
が
移
動
す
る
社
会
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど 、
基
準

と
な
る
時
間
の
共
有
化
が
課
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る 。

二
つ
は
時
間
を
操
作
す
る
学
習
が
可
能
な
日
課
表 。
グ
ロ
ー

バ
ル

な
サ
イ
バ
ー

空
間
で
は
世
界
中
の
時
間
が
同
時
進
行
す
る 。
他
方 、

人
口
減
少
社
会
は
超
高
齢
社
会
で
介
護
は
成
長
産
業 。
そ
こ
で
は一

人
ひ
と
り
に
応
じ
た
時
間
設
計
が
求
め
ら
れ
る 。
こ
の
よ
う
に
未
来

34人

18人

4.3人

2.1人

8.5人＠

図4

@
7
:
ì

2001年→205碑出生数の推計と実際の出生数の比絞（単位 万人） （4) 

団
塊
の
世
代
は
高
度
経
済
成
長
す
な
わ
ち
日
本

の
工
業
化
を
担
っ
た
人
た
ち 。
一
定
時
間
内
に
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
を
次
々
と
生
産
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
た 。
四
五
分
の
枠
内
で
多
様
な
教
科
を
次
々

と
処
理
す
る
学
校
の
生
活
時
間
と
同
じ

構
造
で
あ

る 。
加
え
て 、
彼
ら
彼
女
ら
の
多
く
は
自
然
に
従

っ
て
変
化
す
る
時
間
を
生
き
る
農
村
に
生
ま
れ

た 。
数
の
多
さ
は
独
自
の
時
間
を
生
む
集
団
の
基

盤
に
も
な
る 。
団
塊
の
世
代
に
と
っ
て 、
季
節
や
仲
間
集
団
を
超
え

て
均
等
に
刻
む
時
の
感
党
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体

が 、
学
校
の
生
活
時
間
と
い
う
隠
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
成
果
で
あ

っ
た 。

の
時
間
が
多
様
で
あ
る
以
上 、
共
有
化
と
同
時
に
状
況
の
変
化
に
応

じ
て
時
間
を
組
み
換
え
る
力
も
必
要
に
な
る 。
さ
ら
に 、
個
別
化
を

避
け
え
な
い
少
子
社
会
に
育
つ
人
た
ち
の
自
立
に
必
要
な
の
は
個
性

や
能
力
に
応
じ
た
職
種
の
判
断
力 。
そ
の
基
盤
の
育
成
は
時
の
共
有

化
と
多
様
化
の
感
党
を
培
う
こ
と
か
ら
始
ま
る 。
小
↓
中
↓
高
と
子

ど
も
の
成
長
に
応
じ
て 、
時
間
枠
と
使
用
法
を
学
習
者
に
判
断
さ
せ

る
日
課
表
を
考
案
し
て
ほ
し
い 。
こ
れ
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
総

合
的
な
学
習
で
実
践
済
み
の
は
ず 。
他
教
科
の
時
数
も
加
え
て 、
ま

ず
月一
回 、
時
間
枠
の
な
い
日
を
用
意
し
て
欲
し
い 。
指
導
要
領
に

は
標
準
時
数
と
と
も
に
r

各
学
校
に
お
い
て」
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2001 2002 2003 2004 2005 2010 2020 2030 2040 2050 

高位推計 121 121 121 121 120 118 107 99 96 

中位推計 119 118 117 116 114 105 91 83 75 67 

低位推計 117 115 112 109 106 91 73 64 51 43 

実出生数 117 115 112 111 107 ？ ？ ？ ？ ？ 
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応
じ
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生
活
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見
直
し
を
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統
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礎
数
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中

位
推
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（
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し
か
生
ま

れ
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い
な
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こ
と
が
わ
か
る 。
そ
の
先
に
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の

は
現
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半
分
以
下
に
ま
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減
少
す
る
推
計
値 。

こ
れ
が
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
学
校
と
子
ど
も

た
ち
の
未
来
で
あ
る 。
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